
 

 

2025年５月 15日 

各 位 

会 社 名  株  式  会  社  海  帆 

代表者名  代表取締役  守田  直貴 

（コード番号：3133 東証グロース） 

問合せ先 取締役管理本部長 水谷準一 

（ T E L ． 0 5 2 - 5 8 6 - 2 6 6 6 ） 

 

営業外収益及び営業外費用並びに 

特別利益及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、以下のとおり営業外収

益及び営業外費用並びに特別利益及び特別損失を計上することとなりましたので、お知らせしま

す。 

 

１． 営業外収益の内容 

2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、主に貸付先に対する短期貸

付金の受取利息及び配当金として５百万円、飲食店舗の業務委託先の中途解約に係る違約金

収入として３百万円を計上しました。 

 

２． 営業外費用の内容 

 2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、銀行借入金利息およびリー

ス債務に係わる支払利息として、支払利息52百万円を計上しました。 

 

３． 特別利益の内容 

 2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、連結子会社が受け入れた資

産が取得原価を上回る事業譲受をしたことにより、負ののれん発生益を38百万円計上しまし

た。また、退店における原状回復時費用が見込み額よりも抑えられたことにより、資産除去

債務戻入益11百万円を計上しました。 

 

４． 特別損失の内容 

 2025年３月期（2024年４月１日～2025年３月31日）において、計画通りの収益性を満たさ

なかった店舗の減損損失および子会社の店舗撤退処理により減損損失112百万円を計上しま

した。また、子会社の太陽光発電事業の電力需要家との長期売電契約において2025年３月末

までの売電開始の予定が一部遅延しているため遅延により発生する可能性のある損害額の最

大値を見込んだ特別損失約38百万円を計上しました。 

 



 

 

５． 業績に与える影響 

 上記、営業外収益及び営業外費用並びに特別利益及び特別損失につきましては、本日公表

の「2025年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

 

以 上 


